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福音書からのメッセージ 

わたしは柔和で謙遜な者だから、わたしの

軛を負い、わたしに学びなさい。そうすれ

ば、あなたがたは安らぎを得られる。 

（マタイによる福音書 11 章 29 節） 

 

今日の箇所の冒頭に、神さまをほめたた

えるイエス様の姿がでてきます。それは神

さまがそのお恵みを知恵ある者や賢い者

には隠して、幼子のような者にお示しにな

ったからでした。まさに大逆転です。それ

までの常識がひっくり返されています。完

成された者にではなく、幼子や未熟な者に、

神さまの恵みがあらわされる。それこそが、

神さまのみ心なのだとイエス様は言われ

るのです。 

神さまの恵みは排他的なものではなく、

すべての人に与えられます。ではその恵み

とは、どのようなものでしょうか。イエス

様はひとつの言葉を、わたしたちに与えら

れます。 

疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわ

たしのもとに来なさい。休ませてあげよう。 

この言葉を、少し原文に忠実に訳してみ

たいと思います。このようになります。 

来なさい！すべての者たちよ。わたしの

元に。あなたたち労苦し、重荷を負う者は。

「わたし」があなたたちを休ませよう。 

イエス様は呼びかけます。来なさい、と。

聖書では「だれでも」となっており、来る、

来ないはその人の自由というようにもと

れます。しかしイエス様の呼びかけは、「す

べての者たち」に向かっています。みんな

来なさい。全員来なさい。それがイエス様

の思いなのです。 

そして「わたし」であるイエス様が、す

べての人を休ませてくれます。休むとは、

ひと時の休息というレベルではありませ

ん。ある人はこんな風に訳していました。

「新しい、新鮮な命が与えられる」ことだ

と。砂漠をさ

まよってい

る中、ようや

くオアシス

を見つけ、駆

け寄って水

を手にすく

い、思いっき

りのどを潤

す。「ああ、生き返った」、心の底から、そ

のような思いが沸き上がる。それがここで

いう休息です。 

そしてイエス様は、「わたしの軛を負い、

わたしに学びなさい」と続けます。わたし

たちはたくさんの重荷を背負って生きて

います。わたしたちが自分で担う軛は、肩

に食い込み、首を絞めつけるようなものか

もしれません。しかしイエス様は、わたし

の軛を負いなさいと言われます。イメージ

してください。この当時、家畜は二頭が横

に並んでくびきにつながれていました。わ

たしたちがもし左側にいたとしたら、右側

にいるのは誰でしょうか。それは、イエス

様ではないでしょうか。イエス様がわたし

たちの横にいて、わたしたちの歩みに合わ

せて歩んでくださるのです。 

イエス様は、悲しむ人がいたら一緒に涙

を流し、苦しむ人の横で代わりに血を流し、

神さまに対して負い切れない負債を負っ

た人の代わりに十字架につけられます。わ

たしたちはイエス様の真横で、その姿に学

んでいきたいと思います。 
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